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■工事名称：ＥＳＲ川西ＤＣ１新築計画
■工事場所：兵庫県川西市東畦野字長尾１－他１筆
■発　注　者：川西１特定目的会社
■事　業　主：ＥＳＲ株式会社
■設　計　者：五洋建設株式会社本社一級建築士事務所
■施　　工：五洋建設株式会社大阪支店
■建物用途：倉庫業を営む倉庫
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構造規模：ＰＣａＰＣ造地上６階
■工　　期：年月１日～年５月日

　写真撮影：株式会社プライズ

ラウンジ入り口㊧とラウンジ

　兵庫県川西市でＥＳＲが開発を進める日本最大規模の物流施設プ
ロジェクトのうち、「ＥＳＲ川西ディストリビューションセンター
１」（川西ＤＣ１）が完成した。関西の物流施設需要の高まりに対
応して、ＥＳＲが取り組んだ国内最大規模のプロジェクトとなる。
効率性や使い勝手を熟考した倉庫、ラウンジ、時間営業のショッ
プを備えた施設の設計と施工は五洋建設が担当した。

　川西ＤＣ１の完成により、ＥＳ
Ｒとしてはもちろん、日本の物流
業界でも最大の敷地面積．万㎡
を誇る川西ＤＣプロジェクトがさ
らに進化しました。
　川西ＤＣは関西の物流施設への
需要の高まりに応え、幅広い業種
の企業様にとって、サプライチ
ェーン強化や頑健な供給網構築に
寄与できる立地条件の物流施設と
自負しています。川西ＤＣの都市
計画の用途変更を伴う開発に至る
までは、当該地の開発に年間以
上の紆余（うよ）曲折を経ており
ますが、物流施設開発のフロント

ランナーとして歩んできたＥＳＲ
が威信をかけ挑戦するプロジェク
トと言っても過言ではありませ
ん。
　川西ＤＣ１では効率性や使い勝
手を熟考した倉庫のほか、ラウン
ジや時間営業のショップなどで
も我々のその想いを感じていただ
けると思います。
　関係者の皆さま、関わっていた
だいたすべてのご期待にお応えす
べく、今後とも未来を切り開く物
流施設プロジェクトの開発に真摯
に取り組んでまいります。

　ＥＳＲ川西ＤＣ１新築計画は、
年３月に竣工した兵庫県川西
市で大規模業務地区の「舎羅林山
地区地区計画」区域内に生活関連
インフラ施設の機能を兼ね備えた
高機能マルチテナント型物流施設
の第２作として計画されました。
　計画場所はＤＣ２施設から徒歩
圏内、新名神高速道路「川西ＩＣ」
から約．㎞、能勢電鉄「一の鳥
居駅」下車徒歩５分のアクセスの
良い立地条件となっています。
　建物はＤＣ２と同様、一体型ラ
ンプ・全階接車・片側車路方式を
採用し、効率の良い物流動線とな
る配置計画を実現。間口の広い立
体型レイアウト方式の計画としま
した。上り下り兼用の片側ランプ
方式を計画することで不整形な敷
地を効率的に活用でき、建物の床
面積・倉庫の収納能力を最大限に
確保しています。各階３テナント
区画で最小区画：約，㎡～最

大区画：約，㎡の区画構成と
なっています。将来対応用の搬送
機（荷物用ＥＶ、垂直搬送機）に
ついても設置可能な構造計画とし
ました。
　ＤＣ１は事務所を２コアとして
敷地の効率的な活用を優先した計
画を採用。ＤＣ１も非常用発電機
によるＢＣＰ対応施設であり、Ｄ
Ｃ２と同様にＬＥＤ照明、高断熱
外装材の採用によりＣＡＳＢＥＥ
：Ａランク、ＢＥＬＳ：★５を取
得。アメニティ施設はＤＣ２とは
趣を異にしたラウンジを設け「地
域環境」にも、「働く方々」にも
優しさ、ゆとりのある職場環境の
確保に貢献できる施設を目指して
設計を行いました。
　五洋建設株式会社建築本部

建築設計部　島田　信治
　五洋建設株式会社大阪支店

建築部設計課　杉原　寛


